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彙
（
懐
癒
堂
記
念
會
）

0
秋
季
講
座
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
七
日
（
月
）
よ
り
十
一
月
一
日
（
土
）

ま
で
、
本
會
及
び
大
阪
大
翠
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
按
で
、
大
阪

大
學
松
下
會
賠
四
階
謂
~
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、

第
五
十
一
回
懐
徳
堂
講
座
開
催
、
聴
講
者
延
三
百
三
人
。

演
題
と
闊
師

お

茶

の

限

史

大

阪

大

學

敦

授

布

目

潮

颯

氏

サ

サ

ン

朝

イ

ラ

ン

史

跡

京

都

大

學

敦

授

本

田

宜

信

氏

陶

磁

器

の

東

西

交

流

闊

西

大

學

敦

授

大

庭

修

氏

地

闘

の

東

西

交

流

大

阪

大

學

敦

授

海

野

一

隆

氏

長
沙
馬
王
推
出
土
の
古
侠
書
に
つ
い
て

大
阪
市
立
大
學
敦
授
佐
朦
武
欺
氏

モ
ン
ゴ
ル
帝
図
時
代
の
大
旅
行
家

大

阪

大

學

敦

授

山

田

信

夫

氏

0
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
理
事
栴
漢
昇
氏
事
業
辿
営
委
員
就
任
。

0
記
念
祭
典
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
四
日
（
金
）
東
属
北
濱
三
丁
目
本

會
（
適
熟
内
）
に
於
て
、
午
後
一
時
二
十
分
記
念
祭
典
執
行
終
っ
て
午
後

二
時
よ
り
大
阪
大
學
名
巻
敦
授
池
上
禎
浩
氏
の
「
い
わ
ゆ
る
日
本
語
の
プ

ー
ム
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
記
念
講
油
が
あ
っ
た
。

〇
理
事
釜
洞
醇
太
郎
氏
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
四
日
退
任
、
評
議
員
就

任。

報

懐
徳
堂
記
念
扇
子
目
録

0
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
四
日
大
阪
大
學
総
長
若
槻
哲
雄
氏
理
事
就
任
。

0
昭
和
五
十
年
十
月
二
十
四
日
住
友
銀
行
秘
書
役
森
川
敏
雄
、
大
阪
大

翠
文
學
部
事
務
長
、
三
隅
隆
廟
氏
幹
事
就
任
（
雨
氏
共
紐
理
捌
任
）

0
前
幹
事
、
評
議
員
岡
野
廉
牛
氏
昭
和
五
十
一
年
一
月
二
十
九
日
逝
去
。

〇
理
事
璽
胃
氏
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
退
任
。

0
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
大
阪
大
學
文
學
部
長
岸
畑
鷹
氏
理
事
就
任
。

〇
脊
李
講
座
昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
四
日
（
月
）
よ
り
二
十
九
日
（
土
）

ま
で
、
本
會
及
び
大
阪
大
學
文
康
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
大
阪

大
學
松
下
會
賠
四
階
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、

第
五
十
二
回
懐
偲
堂
謁
座
開
催
、
聴
講
者
延
三
百
六
十
三
人
。

演
題
と
講
師

漢

字

の

文

化

京

都

大

學

名

轡

敦

授

平

岡

武

夫

氏

「
わ
が
生
涯
の
最
良
の
日
々
」

ー
イ
ン
ド
思
想
と
佛
数
の
道
1

大

阪

大

學

敦

授

山

口

恵

照

氏

民

族

主

義

愛

知

敦

育

大

學

助

敦

授

ー

ユ

ダ

ヤ

人

を

中

心

と

し

て

ー

兒

玉

昇

氏

唐
人
の
庶
民
生
活
取
材
の
築
府
大
阪
敦
育
大
學
数
授
培
田
消
秀
氏

東

洋

的

寛

容

炭

島

大

學

名

春

敦

授

池

田

末

利

氏

中
醐
人
の
孝
・
日
本
人
の
孝
名
古
屋
大
學
助
敦
授
加
地
伸
行
氏

（
昭
和
四
十
一
年
以
降
）

昭
和
五
十
一
年
十
月
中
井
履
軒
先
生
墨
迩

（
肱
前
看
月
光
疑
是
地
上
霜
摯
頭
望
山
月

六
〇

低
頭
思
故
郷
）



（
堂
友
會
記
事
）

十
月
一
日
懐
徳
四
十
五
桃
穀
行
。

十
一
月
三
日
近
江
路
の
旅
に
出
る
。
先
づ
三
上
帥
祉
に
寮
す
。
曾
遊
の

祉
で
あ
っ
た
が
、
初
冬
の
景
色
は
又
一
入
興
趣
を
深
め
る
も
の
が
あ
っ

た
。
祉
殿
の
荘
厳
華
麗
は
言
を
用
い
な
い
。
し
か
も
有
名
な
角
力
人
形

に
一
段
の
興
味
を
惹
か
れ
た
。
次
に
バ
ス
で
兵
主
大
叫
に
詣
で
た
。
こ

の
兵
主
大
砒
は
、
大
訊
主
軸
の
異
名
、
八
千
矛
肺
を
記
り
「
つ
わ
も
の
ぬ

し
」
と
呼
稲
す
る
。
そ
の
銀
座
は
大
鼠
主
帥
が
天
孫
の
勅
に
應
じ
て
皇

御
孫
命
に
図
土
を
訟
り
給
う
時
に
、
御
杖
と
さ
れ
た
巖
矛
を
授
け
ら
れ

て
よ
り
宮
中
に
「
國
平
御
矛
」
と
し
て
御
銀
祭
に
な
っ
た
が
、
最
行
天
皇

御
矛
の
肺
威
を
畏
み
宮
城
近
き
空
師
に
脚
地
を
占
し
兵
主
大
帥
と
仰
ぎ
、

皇
子
稲
背
入
彦
魯
を
し
て
こ
れ
を
記
ら
し
め
給
う
に
初
ま
る
と
い
う
。

そ
の
後
皇
室
や
武
胆
逹
の
獄
納
さ
れ
た
帥
賓
等
は
肺
祉
側
の
岸
意
に
よ

り
賞
し
、
十
分
に
観
質
し
て
限
罰
を
滴
し
た
。
一
休
み
し
て
僻
去
し
、

つ
い
で
錦
織
寺
に
参
拝
し
た
。
こ
の
寺
は
嘉
禎
元
年
親
鰐
聖
人
が
闊
東

か
ら
趾
洛
の
途
次
こ
の
地
方
に
留
錫
し
て
、
敦
化
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
聖
人
の
追
跡
と
し
て
笈
掛
け
松
天
安
堂
な
ど
を
見
て
近
江
大
橋

を
渡
っ
て
、
湖
西
の
聖
衆
来
迎
寺
に
着
く
。
こ
の
寺
は
桓
武
天
皇
九
年

（
七
七

0
)
天
台
宗
祖
似
敦
大
師
の
御
草
創
に
か
か
り
初
地
蔵
敦
院
と

稲
し
た
が
、
一
條
天
皇
の
長
保
三
年

(
-
0
0
1
)
比
叡
山
樹
河
恵
心

院
の
先
徳
源
信
和
尚
（
恵
心
侶
都
）
が
こ
の
地
に
於
て
水
想
製
を
こ
ら

し
紫
雲
の
中
に
鰐
陀
聖
衆
来
迎
さ
れ
た
の
で
、
即
ち
そ
れ
か
ら
今
の
聖

衆
来
迎
寺
と
改
稲
し
専
ら
念
佛
弘
迎
の
道
場
と
定
め
て
高
く
肪
箇
を
褐

， 
ノ‘

げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
寺
詣
の
時
は
漸
く
夕
や
み
も
迫
っ
た
折
り
で
あ
っ
た
が
、
山
中

管
長
は
御
多
忙
を
さ
い
て
親
し
く
佛
殿
や
佛
像
且
つ
数
多
く
の
霰
賓
類

の
御
案
内
下
さ
っ
て
見
學
の
便
を
闘
っ
て
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

五
月
十
六
日
守
山
市
の
史
跡
見
學
會
を
催
す
。
先
づ
東
門
院
に
着
く
。

延
府
年
間
偲
敦
大
師
の
延
府
寺
開
創
の
時
こ
こ
に
東
門
を
建
立
し
た
の

に
創
ま
る
と
い
う
。
い
か
に
も
古
寺
の
風
格
の
あ
る
本
堂
に
千
手
観
昔

と
十
一
面
観
昔
を
本
尊
と
し
て
厨
子
内
に
安
似
し
て
あ
っ
て
、
内
陣
右

方
に
立
つ
毘
沙
門
天
王
像
（
文
、
隊
原
）
は
形
態
よ
く
と
と
の
っ
て
居

そ
そ
れ
に
本
堂
勘
の
設
靡
堂
の
本
尊
不
動
明
王
座
像
（
文
、
賄
原
）

木
彫
、
彩
色
像
で
、
御
顔
の
怠
怒
相
き
わ
め
て
弧
く
、
迫
力
に
富
む
。

態
原
像
で
あ
る
。
そ
し
て
書
食
後
境
内
の
五
重
石
塔
（
文
、
鎌
倉
）
賓

筐
印
塔
（
美
、
鎌
倉
）
を
見
て
か
ら
膀
部
帥
祉
の
本
殿
（
美
、
鎌
倉
）

を
見
て
、
木
ノ
泊
の
集
落
の
中
に
あ
る
輻
林
寺
で
十
一
面
観
音
立
像

（
文
、
謄
原
）
は
木
彫
、
彩
色
の
美
し
い
佛
様
を
賓
庫
内
で
難
有
拝
観

し
又
賓
塔
二
基
（
美
、
鎌
倉
）
が
相
封
す
る
様
に
立
っ
て
居
る
の
を
見

て
小
津
帥
祉
に
車
を
走
ら
せ
た
が
折
か
ら
の
雨
の
た
め
十
分
の
拝
観
出

来
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
て
解
散
し
た
。
以
上
二
回
の
講
師
は
滋
賀
女
子

短
大
敦
授
宇
野
茂
樹
先
生
で
あ
っ
た
。

五
月
二
十
七
日
田
頭
義
雄
氏
よ
り
金
二
萬
且
寄
附
を
受
く
。
よ
っ
て
維

持
會
員
に
推
す
。

五
月
二
十
八
日
三
原
辰
之
助
氏
に
委
員
を
依
属
す
る
。

六
月
三
十
日
天
王
寺
甑
四
天
王
寺
の
露
賓
見
學
會
を
催
し
た
。
参
加
者

多
敷
。



七
月
十
七
、
十
八
日
夏
季
見
學
旅
行
を
大
津
市
坊
村
町
葛
川
明
王
院
に

行
う
。
謂
師
は
滋
賀
女
子
短
大
敦
授
宇
野
茂
樹
先
生
で
あ
る
。
先
づ
堅

田
靡
か
ら
バ
ス
で
還
来
肺
祉
に
賽
し
た
。
こ
の
軸
祉
は
旅
や
戦
に
出
る

人
が
無
事
に
蹄
っ
て
来
る
と
い
う
信
仰
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら

途
中
の
右
手
に
醐
陀
、
地
職
麿
糾
佛
（
室
町
）
を
見
た
。
大
き
い
岩
面

の
上
部
は
数
盟
の
小
佛
像
を
彫
刻
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
少

し
行
っ
た
民
家
の
間
の
高
い
所
に
あ
る
勝
華
寺
の
さ
さ
や
か
な
堂
内
に

美
し
い
立
派
な
佛
様
を
見
た
。
こ
の
堂
は
回
峰
行
者
が
こ
こ
で
明
王
院

参
籠
の
準
備
を
す
る
所
で
あ
る
。
堂
前
左
方
に
貞
和
四
年
在
銘
の
賓
塔

が
立
っ
て
居
る
。
基
礎
の
格
狭
間
に
は
賓
瓶
三
基
蓮
と
開
蓮
華
が
見
ら

れ
る
。
そ
し
て
反
封
の
右
手
一
段
低
い
所
に
古
水
船
（
鎌
倉
）
が
あ
る
。

-
．
七
五
メ
ー
ト
ル
の
長
闘
形
に
作
っ
た
も
の
で
周
緑
に
弘
長
三
年
の

年
披
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
花
折
峠
の
ト
ソ
ネ
ル
を
越
し
た
。

以
前
峠
越
え
は
可
成
の
困
難
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
敷
分
で

ト
ン
ネ
ル
を
通
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
以
前
の
苦
努
を
想
像
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
明
王
院
の
あ
る
坊
村
町
に
一
時
頃
に
つ
い
た
そ
し
て
涼

を
入
れ
て
休
憩
し
た
。
折
柄
俄
雨
、
汗
を
流
し
て
地
主
肺
祉
に
詣
で
た
。

こ
の
紳
祉
は
昔
は
地
主
大
棚
現
と
よ
び
相
應
和
尚
明
王
院
創
建
の
時
に

地
主
の
肺
と
し
て
ま
つ
り
銀
守
と
し
た
の
で
あ
る
。
不
動
瀧
が
流
れ
る

谷
川
の
橋
を
渡
っ
て
長
い
石
段
の
上
に
あ
る
杉
木
立
に
お
お
わ
れ
た
、

明
王
院
の
姿
を
見
た
。
こ
の
明
王
院
は
貞
観
元
年
叡
山
の
相
應
和
尚
が

葛
川
の
瀧
の
こ
こ
で
生
身
の
不
動
明
王
を
惑
得
し
て
明
王
院
を
開
創
し

た
と
偲
え
る
。
相
應
和
尚
は
叡
山
の
無
動
寺
庵
を
開
い
た
人
で
あ
る
。

そ
し
て
後
回
峰
行
者
の
行
場
な
っ
た
。
そ
し
て
葛
野
常
満
氏
の
説
明
で

堂
内
や
堂
外
の
案
内
を
し
て
貰
っ
た
。
又
夜
は
堂
内
の
行
事
を
見
物
し

た
。
十
八
日
バ
ス
で
朽
木
町
岩
瀬
の
興
聖
寺
に
繹
迦
如
来
坐
像
（
文
、

朦
原
）
を
拝
観
又
境
内
の
秀
隣
寺
庭
園
（
名
、
室
町
）
を
見
て
が
ら
朦

樹
寺
院
跡
（
史
、
江
戸
）
を
見
態
樹
先
生
墓
を
展
し
て
、
鵜
川
四
十
八

盟
佛
を
見
て
（
縣
文
、
室
町
）
を
見
、
つ
い
で
白
鑽
帥
祉
に
昇
殿
参
拝

し
た
。
本
殿
は
（
文
、
桃
山
）
で
あ
る
。
後
宮
司
の
説
明
を
き
き
て
今

回
の
見
學
の
旅
を
閉
じ
た
。

新
會
貝
紹
介

松
永
光
治
、
松
永
長
太
郎
、
中
井
永
之
助
、
前
島
秀
雄
、
佐
膝
須
賀
子
、

餡
岡
翠
、
安
賑
進
、
永
井
賢
三
、
三
村
市
子
、
海
貝
輻
松
、
大
路

と
し
子

死
亡
會
員

角
田
昭
二

， 
/‘ 




